















































• 全体研究会を 1回開催した（7月 23 日）。
• 3 月 17 日に第 2回全体研究会を計画したが，東北地方太平洋沖地震の発生にともない，中止を
余儀なくされた。
高度情報検索班：
• 分科会を 1回実施した（12 月 17 日）。
• 画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会にて研究発表 1件を行った（2月 18 日）。
大規模デジタル画像管理班：
• 分科会を 2回実施した（9月 3日，9月 15 日・16 日）
デジタル展示班：

























• 全体研究会を 2回開催した（12 月 1 日，3月 2日）。
• 公開研究会を画像電子学会第10回画像ミュージアム研究会との共催により開催した（3月2日）。
高度情報検索班：
• 分科会を 7回実施した（7月 26 日，8月 31 日，10 月 3 日，11 月 11 日，12 月 26 日，2月 6日，
3月 29 日）。
• 画像電子学会年次大会にて研究発表を行った（6月 25 日）。
• 公開研究会にて研究発表を行った（3月 2日）。
大規模デジタル画像管理班：







• 2 月 23 日・24 日に東京国立博物館応挙館内部ならびに庭園の 360 度撮影を実施した。
• 公開研究会にて研究発表を行った（3月 2日）。
• 3 月 24 日に本館館蔵資料（近世陶磁器コレクションのうち緑釉瀬戸 2点）の 3次元形状計測を実
施した。
• 3 月 24 日～ 4月 8日までデジタル展示試験公開を実施した（開館 14 日間）。
4
国立歴史民俗博物館研究報告
第 189集   2015年 1月
3.3　研究成果




























































• 全体研究会を 2回開催した（12 月 27 日，3月 13 日）。
高度情報検索班：
• 分科会を 6回実施した（4月 27 日，7月 19 日，11 月 15 日，1月 9日，2月 6日，3月 23 日）。
• 画像電子学会第 40 回年次大会にて研究発表 1件を行った（6月 23 日）。
• 画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会にて研究発表 1件を行った（3月 1日）。
大規模デジタル画像管理班：
• 分科会を 1回実施した（7月 24 日）。
• 情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会第95回研究発表会にて研究発表1件を行った　　
（8月 4日）。 
• 情報処理学会人文科学とコンピュータシンポジウム 「じんもんこん 2012」にて研究発表 1件を
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行った（11 月 17 日）。 
• 画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会にて研究発表 2件を行った（3月 1日）。
デジタル展示班：
• 3 月 24 日～ 4月 8日までデジタル展示試験公開を実施した（開館 14 日間）。
• 日本色彩学会視覚情報基礎研究会第12回研究発表会において研究発表1件を行った　　　　　





• 画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会にて研究発表 1件を行った（3月 1日）。
4.3　研究成果





































の記録」（平成 23 年 11月 8日～ 24 年 1月15日）に出展された。また，平成 24 年度には，デジタ
ル展示班が制作した情報コンテンツが本館企画展示「楽器は語る」（7月10日～ 9月2日）に出展さ




























りためた 30 万枚を超えるフォトライブラリーのうち，デジタル化された 34,000 枚の写真を対象として，
画像提示システムを構成した。これを歴博の企画展示「風景の記録─写真資料を考える─」（平成














































































































































• 『東海道 53 駅鉢山図絵』：展示作品の「東海道 53 駅鉢山図絵」と有名な歌川広重の「東海道五
拾三次」（保永堂版その他）のデジタル画像を 53 の宿場町ごとに並べて，構図の比較対照をし









ミュージアム研究会， 2011 年 2 月 18 日，於常翔学園大阪センター。
「博物館情報探索における資料群分割の到達容易性による評価」　山田篤，安達文夫，小町祐史，
画像電子学会第 39 回年次大会，2011 年 6 月 25 日，於島根県立産業交流会館。
「博物館関連語検索のための木構造を反映した資料群の構成法」　山田篤，安達文夫，小町祐史，
画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会，2012 年 3 月 2 日，於国立歴史民俗博物館。（本基盤
研究 2011 年度第 2回研究会との共同開催。）
「博物館関連語検索のための資料群構成法の評価」　山田篤，安達文夫，小町祐史，画像電子学会
第 40 回年次大会，2012 年 6 月 23 日，於早稲田大学。
「複数のジャンルを対象とした博物館関連語検索」　山田篤，安達文夫，小町祐史，画像電子学会




ジアム研究会，2011 年 2 月 18 日，於常翔学園大阪センター。
「資料の濃い構造化と活用のためのアノテーションモデル―より知るために，より深く，濃く」　
津田光弘（イパレット），画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会，2012 年 3 月 2 日，於国立




研究会第 95 回研究発表会，2012 年 8 月 4 日，於京都大学地域研究統合情報センター。
「画像文字選択のための『テキスト動線』編集・利用システム─ Sijima」　津田光弘，情報処理学
会人文科学とコンピュータシンポジウム 「じんもんこん 2012」，2012 年 11 月 17 日，於北海道大学。
「時間と場所の情報で配置した大量の写真画像提示における利用特性の分析」　田中紀之，徳永幸
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村啓子（国文学研究資料館），画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会，2012 年 3 月 2 日，於




治，森川英明，日本色彩学会視覚情報基礎研究会第 12 回研究発表会，2012 年 6 月 23 日，於東京塗
料会館。
「博物館企画展示のための音声コンテンツの制作について」　鈴木卓治，画像電子学会第 11 回画像
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